
    

様式第２号(第７条関係) 

会議の開催結果 

１ 会議の名称 
令和３年度第４回さいたま市大規模小売店舗

立地審議会 

２ 会議の開催日時 
令和４年１月２０日（木）～令和４年２月４日

（金） 

３ 会議の開催場所 - 

４ 出席者名 

坂本 邦宏会長、渡邉 祐子副会長 

青木 淳子委員、樋口 幸雄委員、 

園田 真見子委員 

５ 欠席者名 - 

６ 議題及び公開又は非公開

の別 

（議題） 

（１）大規模小売店舗立地法に基づく届出につ

いて 

（２）その他 

（公開・非公開の別） 

非公開 

７ 非公開の理由 

情報公開条例第２３条第３号のため 

（公開することにより新型コロナウイルス感

染症のおそれがあり、当該会議の適切な運営に

支障が生ずるため） 

８ 傍聴者の数 - 

９ 審議した内容 
（１）大規模小売店舗立地法に基づく届出につ

いて 

10 問合せ先 
経済局 商工観光部 商業振興課 

電話番号 ０４８－８２９－１３６４ 

11 その他 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、郵

送により書面での審議を行いました。 

 



意見審議①  届出概要（新設：（仮称）櫛引町小売店舗）   設置者 株式会社 渋谷インターナショナル 代表取締役 渋谷 建一郎 さいたま市大宮区櫛引町一丁目７７９番地 

店舗の名称：（仮称）櫛引町小売店舗 
店舗の所在地：さいたま市北区櫛引町二丁目 

１０９番１ 外（P3 広域見取図参照） 

用途地域：第一種住居地域 

（P4 周辺見取図参照） 

店舗面積：１，８００㎡ 

（P5 建物配置図参照） 
小売業者：未定 営業時間：午前 8時 00 分～午後 9時 45 分 

届出日：令和３年７月２９日 新設日：令和４年５月１日 縦覧・意見書提出期間：令和３年８月６日～令和３年１２月６日 
説明会：新型コロナウイルスの影響により開催不能（新聞折込チラ

シにて届出内容を周知） 

〇届出の概要 

立地法指針による配慮事項の概要 関連する届出事項等 

１．駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために

配慮すべき事項 

（１）駐車需要の充足等交通に係る事項 
 年間の平均的な休祭日のピーク１時間に予想される必要
駐車台数を確保すること。 
 
① 立地法指針による必要台数  ５７台 

（P5 建物配置図参照） 
① 駐車場の収容台数 

屋上駐車場       ５７台 
       合 計       ５７台 
※立地法指針に基づく必要台数を確保しています。 

②駐車場の位置及び構造等 
 公道における駐車場への入庫待ち行列を最小限のものと
するため、店舗付近の交通の現況及び予測される来客の自
動車台数に基づいた対策の実施 
 
イ 効率的な駐車場形式の選択及び駐車場の出入口の数、
位置 

 
 
 

・ピーク１時間の来客の自動車台数を上回る入庫処理能
力の確保 

 
 
 
・駐車場の出入りは左折を原則としているか。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
ロ 駐車待ちスペースの確保 

・公道に入庫待ち行列が発生しないように必要に応じて
敷地内に駐車待ちスペースを確保 

 
必要な駐車待ちスペース 
敷地西側 出入口（市道３０１１２号線）：０ｍ 

 
 
 
ハ 駐車場の分散確保 
 
二 駐車場出入口における交通整理 
 

（P5,13 建物配置図及び来退店経路図参照） 
 
 
 
 
イ・自走式 発券ブース なし 
・駐車場出入口の数 １箇所 
（敷地西側出入口１箇所） 

 
 

・各出入口におけるピーク時の入庫処理能力 
来店車両数  入庫処理能力 

店舗西側 出入口（市道３０１１２号線） 
８６台 ＜ ４５０台 

 
・出入口を設置する計画地西側道路は右折入庫、左折
出庫を行います。 
・出入口の北側が住宅地になっており、住宅地側への
来退店者の進入防止の観点から、敢えて右折入庫を行
います。 
・出入口形状は左折入庫しづらいように、道路に対し
斜め方向に設置します。 
・出入口は視距を確保した構造とし、出庫車の減速用
に出口とスロープとの間にハンプを２箇所設置しま
す。 
・開業当初の休日繁忙時等の出入口に交通整理員を配
置し、安全確保に努めます。 

 
ロ 駐車待ちスペースの確保 あり 

    敷地西側 出入口（市道３０１１２号線） ：６ｍ 
 
 
 
 
 
 
 
ハ 分散駐車場 なし 
 
ニ・配置場所：駐車場出入口付近に適宜配置 
 ・人数  ：１名 
 ・時間帯 ：開業当初の休日繁忙時等に配置 
 

② 駐輪場の確保 
イ 自転車等附置義務条例、又は年間の平均的な休祭日の
ピーク１時間に必要な駐輪場の確保と適切な管理 

（P5 建物配置図参照） 
イ 附置義務条例指定区域外 
 

立地法指針による配慮事項の概要 関連する届出事項等 

立地法指針の参考値（必要台数） ５１台 
 
 
 
 
 
 
 
ロ 自動二輪車の駐車場の確保 

・西側駐輪場   ２５台  構造：平面式 
南側駐輪場   ２６台  構造：平面式 

   合 計   ５１台 
※別途５２台の届出外駐輪場（業務用）を敷地内に確保
しており、施設全体収容台数は１０３台です。 
 ・混雑状況に応じ従業員が対応します。 
 ・閉店後はチェーン等により駐輪場出入口を施錠し閉

鎖します。 
ロ 自動二輪駐車場  ５台 

④荷さばき施設の整備等 
イ 商品等を搬出入する車両の作業、駐車等に配慮した荷
さばき施設の整備（動線の交錯はないか） 
 
・荷さばき施設  １４５．９５㎡ 
  合 計       １４６㎡ 

（小数点以下四捨五入） 
 

ロ 搬出入車両の一定時間の集中の回避等計画的な搬出 
 入 
 
 ・搬出入時間  

荷さばき施設：午前６時～午後１０時 

（P5 建物配置図参照） 
イ 搬入車両専用出入口：なし 
  ※来客車両と駐車場出入口を共用するため、駐車場利

用時間外や来客の少ない時間帯を中心に荷さばきを行
うように努めます。 

 
 
 
（P12 7(3)荷さばき車両及び廃棄物収集車両の 

搬出入計画 参照） 
ロ 搬出入車両台数 
・店舗屋上 荷さばき施設：1日２０台 

（４ｔ車：１１台、２ｔ車：６台、廃棄物：３台） 
ピーク時７時台：４ｔ車３台、２ｔ車１台 
※延べ荷さばき処理時間が最大７０分であるのに対
し、同時作業可能台数が２台（１２０分）である
ことから、スムーズな対応が図れるものと考えて
おります。 

 

⑤経路の設定等 
・交通量調査 
交差点 1 
：R2.8.30（日）、R2.8.28（金）7:00～23:00 

交差点 2 
：R2.8.30（日）、R2.8.28（金）7:00～23:00 

交差点 3 
：R2.8.30（日）、R2.8.28（金）7:00～23:00 

交差点 4 
：R2.8.30（日）、R2.8.28（金）7:00～23:00 

 
 
 
・各交差点のピーク時間帯 
 交差点 1: 休日１６時台、平日１８時台 
交差点 2: 休日１６時台、平日１８時台 
交差点 3: 休日１２時台、平日１５時台 
交差点 4: 休日１１時台、平日１８時台 

 
 
 
 
 
 
 
・来客や搬出入の車両が当該店舗に到着するまでの適切な

（P13 来退店経路図参照） 
・開店後のピーク時における交差点需要率等 
＜信号交差点＞ 
交差点 1(現況⇒開店後） 

休日 0.370⇒0.375、平日 0.406⇒0.420 
交差点 2(現況⇒開店後） 

休日 0.389⇒0.422、平日 0.448⇒0.462 
＜無信号交差点＞（可能最大交通量） 
 交差点 3 
 【流入②の右左折】 
  休日：非常に小、平日：非常に小 
【流入③の右折】 

  休日：遅れなし、平日：遅れなし 
交差点 4 

 【流入①の右折】 
  休日：遅れなし、平日：遅れなし 
【流入②左直右】 

  休日：非常に小、平日：非常に小 
【流入③の右折】 

  休日：遅れなし、平日：遅れなし 
【流入④左直右】 

  休日：非常に小、平日：非常に小 
 
・敷地内に案内表示を設置するとともに、新聞折込チラシ
等に経路を掲載します。 

 



立地法指針による配慮事項の概要 関連する届出事項等 

案内経路の設定、案内表示の設置や情報提供 

（２）歩行者の通行の利便の確保等 
 
 
（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 
 
 
 
（４）防災・防犯対策への協力 

（２）・敷地西側及び南側は敷地をセットバックして自主
管理歩道を整備します。 

   ・敷地内に照明を設置します。 
（３）・ダンボール削減のため、各店舗と物流センター間

で通い箱を使用します。 
・過剰包装を行いません。また、レジ袋を利用しな
いお客様への割引などを行い、レジ袋削減及びマ
イバック利用を促進します。 

（４）・防災協定等の締結要請があった場合には必要な協
力を行い、災害時における生活必需品物資の供給
など適宜関係官庁との連携をとり、地域への寄与
に努めます。 

   ・夜間は駐車場出入口をバリカーチェーンで閉鎖し
て、外部から侵入が出来ないようにします。また
緊急連絡先を明示します。 

２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 

（１）騒音の発生に係る事項 
①騒音問題に対応するための対応策について 
 
 
 
イ 騒音問題への一般的対策 
・騒音に配慮した施設及び機器、防音壁等の配置 
 
 
 
ロ 荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対
策 
･荷さばき作業及び営業宣伝活動に伴う騒音に対する配慮 
 
ハ 付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 
・冷却塔、室外機、給排気口、駐車場等からの騒音、廃棄物
収集作業等に伴う騒音に対する設備及び施設運営上の対策 

 
・開店時刻及び閉店時刻：午前８：００～午後９：４５ 
・駐車場利用可能時間帯：午前７：３０～午後１０：００ 
・荷さばき可能時間帯：午前６：００～午後１０：００ 
 
イ ・ＢＧＭ等の屋外宣伝活動は行いません。 
  ・冷却塔・室外機・給排気口等については、低騒音型機

器をできるだけ導入し、周辺住居への影響が少ない位
置（屋上等）に設置します。 

 
ロ ・敷地境界から距離の離れた屋上に設置します。 
    ・作業員に対し、できるだけ静かで迅速な作業を行うよ

うに指導徹底いたします。 
 
ハ ・駐車場内にアイドリングストップを促す掲示をし、来

店車両に対しても静穏保持を促します。 

②騒音の予測・評価について 
・平均的な状況を呈する日における等価騒音レベル 
 騒音に係る環境基準について 
〔第一種住居地域〕 
[昼間]５５ｄＢ、[夜間]４５ｄＢ 

 
【選定理由】 
Ａ：店舗の西側保全対象に位置する予測点。予測高さは、主

要な音源である来客車両走行音、荷さばき・廃棄物車両
走行音の高さを考慮し、建物１階高さ 1.2ｍ、２階高さ
4.2ｍに設定しました。 

Ｂ：店舗の北側保全対象に位置する予測点。予測高さは、主
要な音源である来客車両走行音、荷さばき・廃棄物車両
走行音及び屋上階の設備機器の高さを考慮し、建物１
階高さ 1.2ｍ、２階高さ 4.2ｍに設定しました。 

Ｃ：店舗の東側保全対象に位置する予測点。予測高さは、主
要な音源である来客車両走行音、荷さばき・廃棄物車両
走行音及び１階と屋上階の設備機器の高さを考慮し、
建物１階高さ 1.2ｍ、２階高さ 4.2ｍに設定しました。 

Ｄ：店舗の南側保全対象に位置する予測点。予測高さは、主
要な音源である来客車両走行音、荷さばき・廃棄物車両
走行音及び１階と屋上階の設備機器の高さを考慮し、
建物１階高さ 1.2ｍ、２階高さ 4.2ｍに設定しました。 

Ｅ：店舗の南側保全対象に位置する予測点。予測高さは、主
要な音源である１階と屋上階の設備機器の高さを考慮
し、建物１階高さ 1.2ｍ、２階高さ 4.2ｍ及び３階高さ
7.2ｍに設定しました。 

 

（P6～7、25～26 立面図、等価騒音予測結果図及び夜間最
大値予測結果図 参照） 
※選定理由及び予測結果の詳細は P20～22 参照 
・等価騒音レベルの予測 
予測地点Ａ～Ｅ（第一種住居地域） 

◎[昼間]４０．６ｄＢ～５０．６ｄＢ（全地点基準値以下） 
◎[夜間]３４．２ｄＢ～４３．３ｄＢ（全地点基準値以下） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立地法指針による配慮事項の概要 関連する届出事項等 

・夜間において発生すると見込まれる騒音ごとの最大値 
  規制値 
〔第一種住居地域〕４５ｄＢ 

 
【選定理由】 
a: 店舗北側敷地境界線上に位置する予測点。予測高さは、

主要な音源である屋上階の設備機器の高さを考慮し、
最も影響を受けやすい高さ 6.5ｍに設定しました。 

b: 店舗東側敷地境界線上に位置する予測点。予測高さは、
主要な音源である屋上階の設備機器の高さを考慮し、
最も影響を受けやすい高さ 6.5ｍに設定しました。 

c: 店舗南側敷地境界線上に位置する予測点。予測高さは、
主要な音源である屋上階の設備機器の高さを考慮し、
最も影響を受けやすい高さ 7.0ｍに設定しました。 

d: 店舗南側敷地境界線上に位置する予測点。予測高さは、
主要な音源である屋上階の設備機器の高さを考慮し、
最も影響を受けやすい高さ 7.0ｍに設定しました。 

・夜間騒音の最大値の予測 
 予測地点  a～ｄ〔第一種住居地域〕 
 ◎夜間稼働する音源は全て店舗側敷地境界において規制

値以下 
   
・予測結果の評価 
 [昼間] 及び[夜間]の等価騒音レベルの予測について、全
予測地点において環境基準値以下となります。 
 夜間騒音の最大値の予測について、夜間稼働する音源は
全て店舗側敷地境界において規制値を下回ります。 

将来、周辺環境が変化し、それに伴い苦情等が発生し
た場合は、迅速に誠意を持って対応いたします。 

（２）廃棄物に係る事項等 
①廃棄物等の保管について 
・廃棄物等の種類ごとに必要な保管容量を算出し、全体と
して充分な容量を有する保管容量の算出 
 
・廃棄物等保管施設の容量    
 
  店舗南側廃棄物保管施設：１１  

（小数点以下四捨五入） 
 
 
 
 
 
・廃棄物の保管方法等 
 
②廃棄物等の運搬や処理について 
・廃棄物等の運搬や処理に関する適正な施設の配置及び運
営  

 
 
・その他設置者としての廃棄物等に関連する対応方策につ
いて 

（P5 建物配置図参照） 
・廃棄物の保管容量  
 廃棄物保管施設 

指針排出予測量   保管容量  
 紙製廃棄物等     ３．７４４  ＜ ４．６９２  
金属製廃棄物等    ０．１２６  ＜ ０．４２０  
ガラス製廃棄物等   ０．１０８  ＜ ０．４２０  
プラスチック製廃棄物等  ３．６  ＝ ４．６９２  
生ごみ等       ０．５５３  ＝ ０．８１０  
その他可燃物     ０．２５５  ＜ ０．４５０  

      合   計     ８．３９  ＜１１．４８４  
              
※指針による１日当たりの廃棄物等の排出予測量を上回る
保管容量を確保しています。 

 
 
 
・保管施設は毎日清掃します。 
・生ごみ保管庫は密閉式で空調設備を設置し、温度管理に
より臭気を抑制します。 

・廃棄物は毎日回収します・ 
・廃棄物及びリサイクル品等は、市指定許可業者と委託契
約を結び、収集運搬作業を適正に実施し処理します。 

・再資源可能な物資については、食品リサイクル法、容器
包装リサイクル法に基づき、処理します。 

（３）街並みづくり等への配慮事項 
① 街並みづくりや景観への配慮 
・緑化対策について 
 
 
・景観への配慮について 
 
 
・高齢者・身障者への配慮 
 
 
・夜間照明・広告塔照明等の計画と光害対策 

 
 
・さいたま市みどりの条例による緑地を敷地内に確保し、
緑化の推進に努めます。 

 
・さいたま市景観条例に基づき、周辺への景観に配慮しま
す。 

・さいたま市だれもが住みよい福祉のまちづくり条例に基
づき、点状ブロック・避難誘導灯・店舗案内看板等を設
置します。 

・屋外照明、広告塔照明等は店舗周辺住居に対して、大き
な影響を及ぼさないように、配置・照度・方向・点灯時
間に配慮します。 

意 見 の 概 要 

住民等意見及び関係各課（県警等含む）の意見 法８条４項のさいたま市意見 

【住民等意見】  
 別紙のとおり 
【関係各課の意見】  
別紙のとおり 

 

 





別紙 

関係課 意見 回答 

廃棄物対策課 

「３ 廃棄物減量化及びリサイクルにつ

いての配慮」 

・さいたま市が実施している「3Rパート

ナーシップ宣言」、「マイバッグ運動」等

へ協力参加し、市と共同でごみの減量及

び市民らへの啓発に努めること。 

 

 

 

・古紙回収に向かない紙ごみは“エコペ

ーパー”としてさいたま市の指定するリ

サイクル施設で処理する様務めること。 

 

「６ 廃棄物等の保管について」 

・さいたま市廃棄物の処理及び再生利用

に関する規則に定める事業用大規模建

築物にあたる場合（延べ床面積 3,000 ㎡

以上（大規模小売店舗立地法に定める店

舗面積とは違う））は、条例に基づき保

管場所設置届出を提出すること。 

 

「７ 廃棄物等の運搬や処理について」 

・一般廃棄物及び産業廃棄物は、法に基

づいた許可を受けた其々の事業者へ収

集運搬又は処分を委託すること。 

・排出する廃棄物は、一般廃棄物と産業

廃棄物を混ぜることの無い様注意し、従

業員やその他関係者へも適正な分別を

周知徹底すること。 

 

 

・3R パートナーシップ宣言に定める「レジ

袋などの容器包装の削減」「過剰な容器包装

の使用抑制」「店舗や事務所でのごみ減量」

「その他、ごみの減量のための様々な取り

組み等」やマイバッグ運動について努めて

参ります。 

 

・当該する紙ごみについて、さいたま市指

定のリサイクル施設での処理に努めます。 

 

 

 

・当商業施設は延べ床面積 3,000 ㎡未満で

あるため該当しません。 

 

 

 

 

 

 

・許可業者に委託します。 

 

 

・廃棄物の扱いについて従業員やその他関

係者に指導徹底し、一般廃棄物と産業廃棄

物を混ぜることのないようにします。 

学事課 

・来退店経路の一部が、日進小学校・日

進中学校の通学路に該当しています。 

届出書に従った来退店がなされるよう

に交通整理員へ十分な説明を行うとと

もに、来客への注意喚起、通学時間帯を

・交通整理員（開業当初の休日繁忙時等を

中心に配置予定）や開業前の折込チラシ等

により来店経路の周知を図ります。 

大店立地法届出前の交通調査では計画地前

面道路において観測された児童は1日合計4



関係課 意見 回答 

さけた搬出入計画の徹底を行ってくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・交通整理員が不在の期間・時間帯にお

いても、必要に応じて要員を配置するな

どし、児童生徒の登下校の安全確保に万

全を期してください。 

人（延べ）のみであり、登下校児童が多い

土地ではないことを確認しております。 

登下校時間帯の荷さばきについては、搬入

業者には安全運転を徹底するよう指導いた

します。 

なお、児童を始めとする歩行者全般への安

全配慮として、敷地セットバックによる道

路拡幅や自主管理歩道整備（西側隣地の渋

谷ビル・マツモトキヨシ大宮櫛引店敷地の

み）を行っており、地域の歩行環境向上の

ための対策を行っております。 

 

・開業時の交通状況を注視し、開業後も状

況に応じて適切に対応いたします。 

北部建設事務所 

道路安全対策課 

・駐車場出入口及びその経路となる周辺

道路について、開発行為に伴い当課と協

議した協議済書（建北道安 2-52）のとお

り整備を行うこと。 

 

・協議内容に変更が生じる場合は速やか

に当課と再協議を行うこと。 

・協議内容のとおりに整備いたします。 

 

 

 

 

・変更が生じる場合は再協議をいたします。 

北部建設事務所 

土木管理課 

駐車場について 

・道路の構造を変更する箇所について

は、道路法に基づく施行承認、占用許可

を必要に応じ得ること 

 

歩行者と駐車場出入口の安全確保につ

いて 

・交通整理員の配置等を適切に行い、安

全確保を徹底すること。 

 

 

 

 

・必要な許可等を得るようにいたします。 

 

 

 

 

 

・開業当初の休日繁忙時等を中心に交通整

理員を配置予定です。開業後も状況に応じ

て適切に対応いたします。 

 

 



関係課 意見 回答 

荷さばき施設について 

・登下校時間帯での搬入を避け、歩行者

の安全確保を徹底すること。 

搬出入計画について開業前に近隣住民

等へも周知すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周辺道路について 

・道路を汚損・破損させた場合は原形復

旧すること 

・大店立地法届出前の交通調査では計画地

前面道路において観測された児童は 1 日合

計 4 人（延べ）のみであり、登下校児童が

多い土地ではないことを確認しておりま

す。 

登下校時間帯の荷さばきについては、搬入

業者には安全運転を徹底するよう指導いた

します。 

なお、児童を始めとする歩行者全般への安

全配慮として、敷地セットバックによる道

路拡幅や自主管理歩道整備（西側隣地の渋

谷ビル・マツモトキヨシ大宮櫛引店敷地の

み）を行っており、地域の歩行環境向上の

ための対策を行っております。 

搬出入計画については届出荷さばき時間帯

を折込チラシに記載し計画地から半径 500m

を含む範囲に周知済みです。 

 

 

・汚損及び破損した場合は原形復旧いたし

ます。 

 

警察本部 

交通規制課 

出店の約1ヶ月前までに大宮警察署と開

店時の対策を協議すること。 

 

・ご指摘の期間までに大宮警察署と協議を

行います。 

 





意見書① 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

当該施設利用の来店客は施設駐車場が屋上のみであ

り、隣接のマツモトキヨシ駐車場内にヤオコーの駐

車場看板と同系色の看板が設置されているため、駐

車場の兼用が予測される。事業者に意見書を提出し

たら、「兼用する予定は無い」との回答があったと聞

いたが、どの様な方法で兼用を防ぐのか具体策を知

りたい。 

食品スーパー側には食品スーパー駐車場であ

ることのサインを設置します。マツモトキヨ

シ側にはマツモトキヨシ駐車場であることの

サインを設置します。 

食品スーパーは自敷地内に大店立地法で必要

な駐車台数を確保しておりますので駐車場不

足による兼用は生じない認識です。また、屋

上駐車場に駐車してご来店いただく方が距離

的にも近いことから、食品スーパーのお客様

は屋上駐車場をご利用していただける認識で

す。 

2 

施設西側の生活道路にマツモトキヨシ駐車場よりの

右折出庫車両と当該施設の駐車場の出入口へ、向か

い北上する来店車両との交錯が予測され危険、かつ、

店舗の駐車場が 57 台しかなく、屋上設置のため平面

から状況の把握ができず、混雑時に駐車できない車

両で西側道路に渋滞発生、または路上駐車しないか

心配です。営業時間中は常時、警備員を配置するべ

きでないか。 

交通整理員の常時配置は考えておりません。 

開業時や休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

には駐車場出入口付近に交通整理員を適宜配

置する予定です。 

3 

必要駐車場台数の数値が57.22台に対し57台の確保

のみ充足していないのでは 58 台でないと必要駐車

台数を満たしているとは言えないのではないか。 

経済産業省の定める大店立地法の必要台数計

算式に則った算出方法を行っております。 

4 

店舗の駐車場が 57 台しかないため、夕方などの混雑

時に駐車できない車両が道路に渋滞することはない

ですか。もし渋滞した場合、自宅への出入りが困難

になりそうで心配です。対策はして頂けるのでしょ

うか？ 

大店立地法の必要台数を満足しているため、

駐車不足は生じない認識ですが、開業後に万

一不足が生じた場合は、敷地外に入庫待ちが

生じないよう適切に対応します。 

5 

ベルクができてから交通量が多くなり、更に店舗が

できると施設南側道路の交通量、渋滞が予想されま

す。せめて店舗入口の交差点に警備員の配置はでき

ませんか。 

現状の交通量に商業施設設置後の想定交通量

を上乗せして算出した上で大きな影響が無い

旨を確認しています。 

開業時や休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

には駐車場出入口付近に交通整理員を適宜配

置する予定です。 

 

6 
施設西側の道路は車道が 4m 以下の様であるが、4t

車の通行は許可されているのか。搬出入計両では最

施設西側道路は敷地セットバックにより車道

幅員を 4mから 6mに拡幅します。 



No. 質問・指摘事項 回答 

大 4t 車の記載であるからには、4t 車以上の車両の

通行は当然ないものか。また万が一 4t 車以上の搬入

があった場合はどうされるのかお聞きしたい。 

搬入経路については、大店立地法届出前の合

同交通協議において、道路管理者ならびに交

通管理者に説明を行っており、ご了解いただ

いた計画になっております。 

なお搬入車両は 4t 車が最大の計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見書② 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

当該施設利用の来店客は施設駐車場が屋上のみであ

り，隣接のマツモトキヨシ駐車場内にヤオコーの駐

車場看板と同系色の看板が設置されているため、駐

車場の兼用が予測される。事業者に意見書を提出し

たら、「兼用する予定は無い」との回答があったと聞

いたが、どの様な方法で兼用を防ぐのか具体策を知

りたい。 

食品スーパー側には食品スーパー駐車場であ

ることのサインを設置します。マツモトキヨ

シ側にはマツモトキヨシ駐車場であることの

サインを設置します。 

食品スーパーは自敷地内に大店立地法で必要

な駐車台数を確保しておりますので駐車場不

足による兼用は生じない認識です。また、屋

上駐車場に駐車してご来店いただく方が距離

的にも近いことから、食品スーパーのお客様

は屋上駐車場をご利用していただける認識で

す。 

2 

施設西側の生活道路にマツモトキヨシ駐車場よりの

右折出庫車両と当該施設の駐車場の出入口へ、向か

い北上する来店車両との交錯が予測され危険、かつ、

店舗の駐車場が 57 台しかなく、屋上設置のため平面

から状況の把握ができず、混雑時に駐車できない車 

両で西側道路に渋滞発生、または路上駐車しないか

心配です。営業時間中は常時、警備員を配置するべ

きでないか。 

交通整理員の常時配置は予定ありません。 

開業時の休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

には駐車場出入口付近に交通整理員を配置す

る予定です。 

3 

立地法 5 条届出提出後、2 ヵ月経過後に新聞祈込み

での周知チラシが入る。説明会開催であれば、届出

より 2 ヵ月以内の開催義務があり、期限の 7 日前ま

でに新聞折込にて説明会周知が必要であるが、今回

のケースは周知時期として問題があるのではない

か。 

周知時期については、さいたま市商業振興課

とご相談ご了解のうえ決定したものです。 

4 

必要駐車場台数の数値が 57.22 台に対し 57 台の確

保のみ充足していないのでは 58 台でないと必要駐

車台数を満たしているとは言えないのではないか。 

経済産業省の定める大店立地法の必要台数計

算式に則った算出方法を行っております。 

5 

店舗の駐車場が 57 台しかないため、夕方などの混雑

時に駐車できない車両が道路に渋滞することはない

ですか。もし渋滞した楊合、自宅への出入りが困難

になりそうで心配です。対策はして頂けるのでしょ

うか？ 

大店立地法の必要台数を満足しているため、

駐車不足は生じない認識ですが、開業後に万

一不足が生じた場合は、敷地外に入庫待ちが

生じないよう適切に対応します。 

6 

ベルクができてから交通量が多くなり、更に店舗が

できると施設南側道路の交通量、渋滞が予想されま

す。せめて店舗入口の交差点に警備員の配置はでき

開業時の休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

には駐車場出入口付近に交通整理員を配置す

る予定です。南側道路への交通整理員配置は



No. 質問・指摘事項 回答 

ませんか。 予定ありません。南側道路については大店立

地法届出前に開業後の交通予測を計画地東側

交差点（南側道路と櫛引通りとの交差点）と

計画地西側交差点（南側道路と櫛引通りとの

交差点）にて行い、いずれも許容範囲内かつ

現況の交通環境が大きく悪化することはない

と予測しております。 

7 

近隣のベルクは安全対策と歩行者の利便性のため敷

地の南側に歩道を設けているようだが、なぜこの施

設は南側に歩道の設置が無いのか。 

歩道（公道）は設置いたしませんが、安全対

策と歩行者の利便性のため敷地南側をセット

バックし自主管理歩道（敷地内歩行者通路）

を整備する計画であり、地域の皆様の歩行空

間として活用していただく計画です。 

8 

施設西側の道路は車道が 4m 以下の様であるが、4t   

車の通行は許可されているのか。搬出入計画では最

大 4t 車の記載であるからには、4t 車以上の車両の

通行は当然ないものか。 

施設西側道路は敷地セットバックにより車道

幅員を 4mから 6mに拡幅します。 

搬入経路については、大店立地法届出前の合

同交通協議において、道路管理者ならびに交

通管理者に説明を行っており、ご了解いただ

いた計画になっております。 

なお搬入車両は 4t 車が最大の計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見書③ 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

ベルクを普段から利用しておりますが、南側の道路

は車がすれ違うには狭く、歩行者などがいると大変

困難だと思いながら運転しております。 

ベルクも大変混雑する店舗ですが、櫛引通りに而

しているので南側の道路を通る車はそれほど多くは

ないのかもしれませんが、今回の店舗は南側の道路

を通らずに来店することは不可能のようです。 

ベルクに来店するのと同程度の車がこの道路を通

るとなると安全性に対する不安はもちろんのこと，

スムーズな通り抜けができないため渋滞の原因にも

なります。 

警備員を常駐させて交通整埋をさせなければ危険

な道路になりとても残念です。ぜひ警備員の常駐を

指導してください。 

南側道路への交通整理員配置の常駐予定はあ

りません。 

南側道路ではなく、駐車場出入口については、

開業時の休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

に交通整理員を適宜配置する予定です。 

南側道路については大店立地法届出前に開業

後の交通予測を計画地東側交差点（南側道路

と櫛引通りとの交差点）と計画地西側交差点

（南側道路と櫛引通りとの交差点）にて行い、

いずれも許容範囲内かつ現況の交通環境が大

きく悪化することはないと予測しておりま

す。 

また、南側道路は敷地のセットバックにより

自主管理歩道を整備する対策を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見書④ 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

隣のマツモトキヨシをよく利用しますが、駐車場が

広く使いやすいです。しかし今回のヤオコーさんは

屋上駐車場しかなく，店舗の目の前の駐車場が利用

させるのは明らかです。何故、今回のヤオコーさん

の計画に店舗の目の前の駐車場が入っていないの

か？また、入らないのであればヤオコーのお客さん

が使用しない対策はどうされるのか？具体的な納得

出来るような対策が無ければ出店に同意できませ

ん。 

食品スーパーは自敷地内に大店立地法で必要

な駐車台数を確保しており、法的に自敷地内

で完結した駐車場計画でございます。 

実際のお客様の利便性を考えても、屋上駐車

場に駐車してご来店いただく方が距離的にも

圧倒的に近いため、屋上駐車場をご利用して

いただける認識です。 

なお、食品スーパー側には食品スーパー駐車

場であることのサインを設置します。マツモ

トキヨシ側にはマツモトキヨシ駐車場である

ことのサインを設置します。 

2 

大型の荷捌き車両が出入りすると聞きました。店舗

に面する道路は道路幅も狭いため、大型の荷捌き車

両が出入りするのは非常に危険だと思います。常時

警備員を配置してください。 

荷さばき車は最大で 4t車級を予定しており、

大型車（10t 車など）の荷さばき車は予定して

おりません。 

搬入車の経路となる店舗西側道路は敷地セッ

トバックによる拡幅により車道幅員を4mから

6m に確保いたします。道路向かいではありま

すが、マツモトキヨシ敷地もセットバックに

より自主管理歩道を整備しておりますので、

店舗西側道路は車道拡幅だけでなく、自動車

と歩行者の動線が物理的に分離された構造に

なっておりますので、交通整理員の常時配置

は予定ありません。 

なお、開業時の休日繁忙時等の来店車が多い

時間帯には駐車場出入口付近に交通整理員を

配置する予定ですので、当該時間帯は荷さば

き入出庫時の安全対策も含め適切に対応いた

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見書⑤ 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

当該施設利用の来店客は施設駐車場が屋上のみであ

り、隣接のマツモトキヨシ駐車場内にヤオコーの駐

車楊看板と同系色の看板が設置されているため、駐

車場の兼用が予測される。事業者に意見書を提出し

たら、「兼用する予定は無い」との回答があったと聞

いたが、どの様な方法で兼用を防ぐのか具体策を知

りたい。 

食品スーパー側には食品スーパー駐車場であ

ることのサインを設置します。マツモトキヨ

シ側にはマツモトキヨシ駐車場であることの

サインを設置します。 

食品スーパーは自敷地内に大店立地法で必要

な駐車台数を確保しておりますので駐車場不

足による兼用は生じない認識です。また、屋

上駐車場に駐車してご来店いただく方が距離

的にも近いことから、食品スーパーのお客様

は屋上駐車場をご利用していただける認識で

す。 

2 

施設西側の生活道路にマツモトキヨシ駐車場よりの

右折出庫車両と当該施設の駐車場の出入口へ、向か

い北上する来店車両との交錯が予測され危険、かつ、

店舗の駐車場が 57 台しかなく、屋上設置のため平面

から状況の把握ができず、混雑時に駐車できない車

両で西側道路に渋滞発生、または路上駐車しないか

心配です。営業時問中は常時、警備員を配置するべ

きでないか。 

交通整理員の常時配置は予定ありません。 

開業時の休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

には駐車場出入口付近に交通整理員を配置す

る予定です。 

3 

立地法 5 条届出提出後、2 ヵ月経過後に新聞祈込み

での周知チラシが入る。説明会開催であれば、届出

より 2 ヵ月以内の開催義務があり，期限の 7 日前ま

でに新聞折込にて説明会周知が必要であるが、今回

のケースは周知時期として問題があるのではない

か。 

周知時期については、さいたま市商業振興課

とご相談ご了解のうえ決定したものです。 

4 

必要駐車場台数の数値が57.22台に対し57台の確保

のみ充足していないのでは 58 台でないと必要駐車

台数を満たしているとは言えないのではないか。 

経済産業省の定める大店立地法の必要台数計

算式に則った算出方法を行っております。 

5 

近隣のベルクは安全対策と歩行者の利便性のため敷

地の南側に歩道を設けているようだが、なぜこの施

設は南側に歩道の設置が無いのか。 

歩道（公道）は設置いたしませんが、安全対

策と歩行者の利便性のため敷地南側をセット

バックし自主管理歩道（敷地内歩行者通路）

を整備する計画であり、地域の皆様の歩行空

間として活用していただく計画です。 

6 

施設西側の道路は車道が 4m 以下の様であるが、4t

車の通行は許可されているのか。搬出入計画では最

大 4t 車の記載であるが、それ以上大きな車両の通行

は本当にしないのか。 

施設西側道路は敷地セットバックにより車道

幅員を 4mから 6mに拡幅します。 

搬入経路については、大店立地法届出前の合

同交通協議において、道路管理者ならびに交



No. 質問・指摘事項 回答 

通管理者に説明を行っており、ご了解いただ

いた計画になっております。 

なお搬入車両は 4t 車が最大の計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見書⑥ 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

仕事でこの計画地のそばを車でよく通るのです

が、ヤオコーの平面駐車場と屋上駐車場が満車にな

って、道路上に入庫待ちの車の列ができるようにな

ったら、一般の通行車に迷惑なので、かなり手前に、

各道路上に人を立てて、プラカードを掲げ「只今ヤ

オコーは満車にて入庫できません。入庫待ちは一般

通行の妨げになりますので、またのご来店をお願い

します。」とアッピールしてください。そのような状

態になったとき、緊急対応だからとの理由で、隣の

マツキヨの駐車場に案内するのは絶対に止めてくだ

さい。そのような状態が日常化するようでしたら、

駐車場が足らないのだから、ヤオコー敷地内に立体

駐車場を造るようにしてください。くれぐれも一般

通行の車のスムーズな流れの妨げにならないように

してください。現在の計画で、渋滞がしょっちゅう

発生するようでしたら、この計画を認めた行政対応

を疑います。 

食品スーパーの平面駐車場についてご指摘が

ございますが、食品スーパーには平面駐車場

を設置する計画はございません。屋上駐車場

のみの計画でございます。 

なお、駐車場計画につきましては、さいたま

市、埼玉県警察、北部建設事務所などの諸関

係期間と相談のうえ計画を進めたものでござ

います。 

駐車場台数については大店立地法の必要駐車

台数を満足する計画になっているため駐車場

不足は生じない認識ですが、万一、満車にな

った場合は、交通状況に応じて、公道上に入

庫待ちが生じることのないよう適切に対応い

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見書⑦ 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

当該施設利用の来店客は施設駐車場が屋上のみであ

り、隣接のマツモトキヨシ駐車場内にヤオコーの駐

車楊看板と同系色の看板が設置されているため、駐

車場の兼用が予測される。事業者に意見書を提出し

たら、「兼用する予定は無い」との回答があったと聞

いたが、どの様な方法で兼用を防ぐのか具体策を知

りたい。 

食品スーパー側には食品スーパー駐車場であ

ることのサインを設置します。マツモトキヨ

シ側にはマツモトキヨシ駐車場であることの

サインを設置します。 

食品スーパーは自敷地内に大店立地法で必要

な駐車台数を確保しておりますので駐車場不

足による兼用は生じない認識です。また、屋

上駐車場に駐車してご来店いただく方が距離

的にも近いことから、食品スーパーのお客様

は屋上駐車場をご利用していただける認識で

す。 

2 

施設西側の生活道路にマツモトキヨシ駐車場よりの

右折出庫車両と当該施設の駐車場の出入口へ、向か

い北上する来店車両との交錯が予測され危険、かつ、

店舗の駐車場が 57 台しかなく、屋上設置のため平面

から状況の把握ができず、混雑時に駐車できない車

両で西側道路に渋滞発生、または路上駐車しないか

心配です。営業時問中は常時、警備員を配置するべ

きでないか。 

交通整理員の常時配置は予定ありません。 

開業時の休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

には駐車場出入口付近に交通整理員を配置す

る予定です。 

3 

立地法 5 条届出提出後、2 ヵ月経過後に新聞祈込み

での周知チラシが入る。説明会開催であれば、届出

より 2 ヵ月以内の開催義務があり，期限の 7 日前ま

でに新聞折込にて説明会周知が必要であるが、今回

のケースは周知時期として問題があるのではない

か。 

周知時期については、さいたま市商業振興課

とご相談ご了解のうえ決定したものです。 

4 

必要駐車場台数の数値が57.22台に対し57台の確保

のみ充足していないのでは 58 台でないと必要駐車

台数を満たしているとは言えないのではないか。 

経済産業省の定める大店立地法の必要台数計

算式に則った算出方法を行っております。 

5 

店舗の駐車場が 57 台しかないため、夕方などの混雑

時に駐車できない車両が道路に渋滞することはない

ですか。もし渋滞した楊合、自宅への出入りが困難

になりそうで心配です。対策はして頂けるのでしょ

うか？ 

大店立地法の必要台数を満足しているため、

駐車不足は生じない認識ですが、開業後に万

一不足が生じた場合は、敷地外に入庫待ちが

生じないよう適切に対応します。 

6 

ベルクができてから交通量が多くなり、更に店舗が

できると施設南側道路の交通量、渋滞が予想されま

す。せめて店舗入口の交差点に警備員の配置はでき

ませんか。 

開業時の休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

には駐車場出入口付近に交通整理員を配置す

る予定です。南側道路への交通整理員配置は

予定ありません。南側道路については大店立



No. 質問・指摘事項 回答 

地法届出前に開業後の交通予測を計画地東側

交差点（南側道路と櫛引通りとの交差点）と

計画地西側交差点（南側道路と櫛引通りとの

交差点）にて行い、いずれも許容範囲内かつ

現況の交通環境が大きく悪化することはない

と予測しております。 

7 

近隣のベルクは安全対策と歩行者の利便性のため敷

地の南側に歩道を設けているようだが、なぜこの施

設は南側に歩道の設置が無いのか。 

歩道（公道）は設置いたしませんが、安全対

策と歩行者の利便性のため敷地南側をセット

バックし自主管理歩道（敷地内歩行者通路）

を整備する計画であり、地域の皆様の歩行空

間として活用していただく計画です。 

8 

施設西側の道路は車道が 4m 以下の様であるが、4t

車の通行は許可されているのか。搬出入計画では最

大 4t 車の記載であるからには、4t 車以上の車両の

通行は当然ないものか。 

施設西側道路は敷地セットバックにより車道

幅員を 4mから 6mに拡幅します。 

搬入経路については、大店立地法届出前の合

同交通協議において、道路管理者ならびに交

通管理者に説明を行っており、ご了解いただ

いた計画になっております。 

なお搬入車両は 4t 車が最大の計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見書⑧ 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

駐車場が屋上しかなく、向かいのマツモトキヨシ駐

車場に駐車する車両があると思いますが、出入りの

際に注意が必要と思います。警備員の配置をお願い

したいです。 

開業時の休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

に駐車場出入口付近に交通整理員を配置する

予定です。 

2 
店舗の駐車場が少ないので、道路に渋滞車両が出な

いように対策をお願いしたいです。 

大店立地法の必要台数を満足しているため、

駐車不足は生じない認識ですが、万一不足す

るような事態が見られる場合は、敷地外に入

庫待ちが生じないよう適切に対応します。 

3 

ベルク開店してから以前より交通量が増えました。

今回、至近に店舗ができると更に交通量の増加が予

想されます。対策をお願いしたいです。 

大店立地法届出前に周辺交通調査を行い、開

業後の交通評価を行いましたが、周辺への影

響は許容範囲内であり、現況の交通環境が大

きく悪化することはないと予測しておりま

す。仮に開業後に大きな影響が恒常的に生じ

る場合はさいたま市や警察などの諸関係期間

と相談のうえ適切に検討いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見書⑨ 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

当該店舗の利用者は屋上駐車場へ駐車せずにマツモ

トキヨシの平面駐車揚に駐車するのが自然の流れで

あると容易に予測できる。他の施設の駐車場の利用

が前提ともとれる計画であり、少なくとも自用地の

中で平面駐車場を確保すべきではないか。 

大店立地法の必要駐車台数を自用地に確保し

た計画になっております。 

2 

駐車台数が少ないため渋滞発生や駐車場待ちの道路

上の駐停車の発生が予想される。常時、ガードマン

を配置するよう指導すべき。 

大店立地法の必要台数を満足しているため、

駐車不足は生じない認識ですが、万一不足す

るような事態が見られる場合は、敷地外に入

庫待ちが生じないよう適切に対応します。 

3 
新聞折込のみの説明では不十分と考える。説明会の

開催を求める。 

当初は住民説明会を開催する方向で立地法手

続きを進めておりましたが、新型コロナウイ

ルスの流行状況を鑑みて、さいたま市とご相

談のうえ、説明会に代わる新聞折込チラシに

よる周知をさせていただいた経緯がございま

す。 

4 
通学路ではないが子供の登下校時間にはガードマン

を配置してほしい。 

大店立地法届出前の交通調査では児童の歩行

数は 1 日合計で 5 名以下であり、児童が少な

い地域であること、敷地南側はセットバック

による自主管理歩道を整備すること、敷地西

側はマツモトキヨシ敷地に自主管理歩道を整

備しており、歩行者への対策を行っているこ

とから、登下校時間帯のガードマン配置は予

定していません。 

5 
狭い道路であるので歩行者が危険、敷地を後退させ

歩道を設置すべき。 

敷地南側については敷地セットバックによる

自主管理歩道を設置する計画です。 

敷地西側については道路向かいのマツモトキ

ヨシ側敷地に自主管理歩道を整備しておりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見書⑩ 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

来店客用の駐車場が屋上のみであり、隣のマツモト

キヨシ駐車場にヤオコーの駐車楊看板と同系色の看

板が設置されているため、駐車場の共同利用が予測

される。事業者に意見書を提出したら、「共同利用す

る予定は無い」との回答があったと聞いたが、どの

様な方法で共同利用を防ぐのか、具体策はあるのか。 

食品スーパー側には食品スーパー駐車場であ

ることのサインを設置します。マツモトキヨ

シ側にはマツモトキヨシ駐車場であることの

サインを設置します。 

食品スーパーは自敷地内に大店立地法で必要

な駐車台数を確保しておりますので駐車場不

足による兼用は生じない認識です。また、屋

上駐車場に駐車してご来店いただく方が距離

的にも近いことから、食品スーパーのお客様

は屋上駐車場をご利用していただける認識で

す。 

2 

施設西側の生活道路にマツモトキヨシ駐車場からの

右折出庫車両と当該施設の駐車場の出入口へ、向か

い北上する来店車両との交錯が予測され危険、また、

店舗の駐車場が 57 台しかなく、屋上設置のため平面

から状況の把握ができず、混雑時に駐車できない車

両で西側道路に渋滞発生、または路上駐車が増える

と予想される。営業時問中は常時、警備員を配置す

るべきでないか。 

交通整理員の常時配置は予定ありません。 

開業時の休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

には駐車場出入口付近に交通整理員を配置す

る予定です。 

3 

店舗の駐車場が 57 台しかないため、夕方などの混雑

時に駐車できない車両が道路に溢れることはないの

か。そうなった楊合、車の通行が困難になりそうだ

が対策は考えられているのか。 

大店立地法の必要台数を満足しているため、

駐車不足は生じない認識ですが、開業後に万

一不足が生じた場合は、敷地外に入庫待ちが

生じないよう適切に対応します。 

4 

店舗ができると施設南側道路の交通量、渋滞が予想

される。店舗入口の交差点付近に警備員の配置は可

能か。 

開業時の休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

には駐車場出入口付近に交通整理員を配置す

る予定です。南側道路への交通整理員配置は

予定ありません。南側道路については大店立

地法届出前に開業後の交通予測を計画地東側

交差点（南側道路と櫛引通りとの交差点）と

計画地西側交差点（南側道路と櫛引通りとの

交差点）にて行い、いずれも許容範囲内かつ

現況の交通環境が大きく悪化することはない

と予測しております。 

5 

近隣のスーパーは安全対策と歩行者の利便性のため

敷地の南側に歩道を設けているようだが、なぜこの

施設は南側に歩道の設置が無いのか。 

歩道（公道）は設置いたしませんが、安全対

策と歩行者の利便性のため敷地南側をセット

バックし自主管理歩道（敷地内歩行者通路）

を整備する計画であり、地域の皆様の歩行空



No. 質問・指摘事項 回答 

間として活用していただく計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



意見書⑪ 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

マツモトキヨシ駐車場よりの右折出庫と当該施設へ

の来店車両との交錯が予測され危険であり、屋上設

置のため平面から状況の把握ができず、渋滞発生、

または路上駐車が懸念されます。営業時間中は常時、

警備員を配置してほしい。 

交通整理員の常時配置は考えておりません。 

開業時の休日繁忙時等の来店車が多い時間帯

には駐車場出入口付近に交通整理員を配置す

る予定です。 

 


